
 

 

 

 

 

 

 

 
時を超えて受け継ぐ「誠之人道」の精神 

～未来への誓い 
 

校長  土屋 秀人  

 

令和七年十月三十日、ついに誠之小学校が開校百五十周年を迎えます。誠之を支えて

こられた多くの方々に感謝の意を表するとともに、百五十年の節目を迎えた誠之小学校

のお祝いができることは誠に感無量です。 

 

「誠は天の道なり、之を誠にするは人の道なり」 

 

「論語」「中庸」より引いた「誠之人道」を建学の理念とする本校は、明治八年開校以

来、数万の卒業生を数え、各界で活躍し、世界の文化の創造にも貢献できる幾多の優秀

な人材を輩出してまいりました。学問の府である東京大学に近接したこの西片の地に誠

之小学校が誕生したのは明治八年の十月三十日です。 

 

先人が築き上げてくれた多くの財産をありがたく思うと同時に在校生のみなさん自身

が、誠之小学校の一層の発展への担い手となってほしいと願います。それが周年を祝う

真の意味です。私たちは、百五十周年という時の流れにたんに位置しているのではな

く、次の歴史の形成者となるべき誓いを新たにすることが求められています。 

 

誠之の学び舎が、この地に続く限り、そこでかつて学び、今も学び、将来も学ぶであ

ろうすべての人々にとって「誠之人道」の言葉は繰り返し振り返られ続けていくと思い

ます。この「誠之人道」という言葉に、内容を与える責任は、私たち一人一人にかかっ

ています。 

 

あらためて、誠之小学校開校百五十周年に際しまして、本校縁の皆様のこれまでの学

校教育への御支援、御協力にあらためて厚くお礼を申し上げるとともに、益々本校が発

展できますよう、不断の努力を続けてまいります。 

 

誠之の教育 
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令和７年度   ３年生の学習 

社会科「スーパーマーケット見学」 

３年生から始まった社会科の学習。１学期に「スーパーマーケットの仕事」に

ついて学び、実際に見学に行きました。 

 見学では、普段は見ることのできないバックヤードやお店の工夫をたくさん発

見しました。 

「お客さんに来てもらうために、こんな工夫をしているんだ！」              

と初めて知ったことに喜びの声があがり、質問も止まらず、見るもの見るものに

興味津々な様子でした。 

「どうしてこうしているのかな？」「ここは誰がやっているのかな？」                                                

と、たくさんの疑問をその場で解決することができました。 

 今回の学習を通して、子供たちは日常の買い物の裏側にあるたくさんの人の仕事や工夫に気付き、社会への関心

がますます高まったと思います。ぜひご家庭でも、買い物に行った際には、気付いたことや学んだことを話題にしてみ

てください。 

 

算数科「あまりのあるわり算」 

３年生は、これまで学んできた「わり算」をもとに、新しく「あまりのあるわり算」

の学習に取り組んできました。子供たちは、これまでかけ算九九をつかって答え

を出してきましたが、あまりのあるわり算は九九だけでは答えを出すことができま

せん。日常生活の中では、あまりがなくちょうどに分けられる場面より、あまりが

ある場面の方がたくさんあります。ただ計算ができるということだけでなく、今回

の学習を日常生活の様々な場面で生かしてほしいと思います。 
 

 

総合的な学習の時間「みんな、見て！見て！「西片」いい町 こんな町」 

３年生の総合的な学習の時間では、誠之小学校の周りのことを調べています。１学期は、根津神社のつつじ祭り

や、白山神社のあじさい祭りを見に行き、近くにある有名な場所の行事について学びました。また、西片地区の課題

についても考えました。地域巡りをした結果、この地域には歴史ある建物が多くあり、課題よりもよい所がたくさんあ

ることに気付きました。 

２学期になり、夏休みの宿題で撮影してきた「西

片のすてきな景観」をそれぞれの学級で発表し合

っています。これからその写真のキャッチコピーを学

級で練り上げて、ポスターをつくります。引き続き、

西片の魅力について考えて伝えていきます。 

 

 

 

  



スクールカウンセラーの活動について 
 

今年度も本校にはスクールカウンセラー３名が勤務しております。スクールカウンセラー

は、子どもが安心して学校生活を送れるように支援をする心理の専門職です。公認心理師や

臨床心理士などの資格を持ち、心理的な支援を専門に行っています。 

今回はスクールカウンセラーの活動内容と、スクールカウンセラーとして大切にしている

ことをご紹介したいと思います。 

スクールカウンセラーは、次のようなかたちで子どもの支援を行っています。 

⚫ 直接支援：相談室での面談や、教室・廊下など校内での声かけをして関わります。 

⚫ 保護者面談：保護者の方と一緒にお子さんの様子を振り返り、お子さんが抱える様々な悩

みや困難の改善に向けて、どのように関わっていくか対応方法を一緒に考えます。お子さ

んを直接支援することができなくても、保護者の方との面談を通して、間接的な支援をす

ることができます。 

⚫ 校内・関係機関との連携：教員と連携しながら、必要に応じて外部の関係機関につなぐこ

ともあります。また、福祉の視点から支援を行うスクールソーシャルワーカーとも連携し、

よりよい支援につなげています。 

 

よくある相談内容 

相談内容として次のようなことがあります。 

・落ち着きがない     ・元気がない    ・イライラしている 

・友人関係に悩んでいる  ・忘れ物が多い   ・学校に行きたがらない 

・学習意欲がない     ・家庭で気になる様子がある   など・・・ 

 

 このようなご相談を受ける中で、スクールカウンセラーとして子どもとの関わりで大切に

している３つのことがあります。 

 

    子どもとの関わりで大切にしていること 

１．子どもの気持ちに寄り添う 

  ２．子どもの強みを見つける 

３．子どもの心の成長を見守る 

 

 子どもの気持ちに耳を傾け、寄り添い、子どもの強みを見つけ、それを肯定して関わるこ

とが、子どもの心の成長につながっていくと考えています。 

 

 ちょっとした気になることでもご相談いただけますので、安心してご利用ください。保護

者の方と一緒にお子さんの心の成長を見守っていきたいと思っております。 

 

スクールカウンセラー 亀田 佐和子 

 


